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明
治
新
政
府
は
、
江
戸
を
支
配
下
に
お
き
、
旧
幕
府
直
轄
の
学
問

所
で
あ
る
昌
平
坂
学
問
所
・
開
成
所
・
医
学
校
を
没
収
し
、
明
治
元

年
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
昌
平
学
校
・
開
成
学
校
・
医
学
校
と
し
た
。 

翌
二
年
六
月
に
、
直
轄
の
大
学
校
を
創
設
し
、
そ
の
機
構
を
定
め

て
、
昌
平
学
校
を
本
校
（
大
学
校
「
国
学
・
漢
学
」
）
と
し
、
ま
た
、

開
成
学
校
・
医
学
校
、
兵
学
校
（
軍
務
館
所
轄
）
を
大
学
校
分
局
と

し
た 同
年
十
二
月
に
は
、
開
成
学
校(

の
ち
東
京
開
成
学
校)

を
大
学
南

校
、
医
学
校
（
の
ち
東
京
医
学
校
）
を
大
学
東
校
と
改
称
さ
れ
た
。

（
明
治
十
年
四
月
東
京
開
成
学
校
及
び
東
京
医
学
校
は
東
京
大
学

と
さ
れ
た
。
）
本
校
は
、
学
閥
の
対
立
か
ら
、
明
治
三
年
七
月
に
は

閉
鎖
し
、
大
学
東
校
・
大
学
南
校
の
両
校
で
は
国
学
・
漢
学
か
ら
洋

学
系
中
心
の
教
育
が
行
わ
れ
た
。 

新
政
府
は
、
諸
藩
に
指
令
し
て
、
優
秀
な
生
徒
を
選
抜
し
て
、
多

く
は
社
会
の
指
導
者
を
輩
出
し
た
南
校
に
進
ま
せ
た
。 

上
に
掲
げ
た
収
蔵
資
料
に
は
、
「
仙
臺
縣
が
、
元
仙
臺
藩
主
で

洋
学
等
の
修
業
を
申
し
つ
け
た
者
へ
支
給
さ
れ
る
月
々
の
手
当

金
に
つ
い
て
東
南
両
校
の
授
業
料
支
払
い
の
期
限
規
則
も
あ
り

政
府
に
伺
い
書
を
提
出
し
て
い
た
が
、
何
の
指
示
も
な
い
の
で
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
振
り
合
い
で
支
給
す
る
」
と
の
書
き
付
け
が
さ

れ
て
い
る
。 
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宮
城
県
公
文
書
館
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
を
継
続

的
に
収
集
・
保
存
し
、
開
か
れ
た
県
政
の
一
環
と
し
て
、
完
結
後
三
十
年

経
過
し
た
文
書
を
個
人
情
報
等
に
配
慮
し
な
が
ら
広
く
公
開
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
明
治
初
期
か
ら
の
公
文
書
を
約
二
万
六
千
冊
所
蔵
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
に
は
、
宮
城
県
に
お
け
る
災
害
の
記
録
な
ど
、

々
な
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

様

 

今
年
の
七
月
中
旬
以
降
の
集
中
豪
雨
や
台
風
は
、
日
本
列
島
の
各
地
に

風
水
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
宮
城
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の
宮

城
県
北
部
連
続
地
震
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
地
震
・
津
波
ま
た
大

雨
に
よ
る
水
害
な
ど
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
十
二
年
に
国
の
地
震
調
査
委
員
会
か
ら
極
め
て
高
い
確
率
で
の

宮
城
県
沖
地
震
（
昭
和
五
十
三
年
六
月
）
の
再
来
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

。 

す

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
企
画
展
は
、
明
治
初
期
か
ら
昭

和
四
十
年
代
ま
で
の
大
規
模
災
害
を
記
録
し
た
公
文
書
に
焦
点
を
あ
て

て
、
地
震
・
津
波
、
水
害
・
凶
作
そ
し
て
火
災
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
、

併
せ
て
先
人
は
こ
れ
ら
の
災
害
に
い
か
に
立
ち
向
か
い
、
克
服
し
な
が
ら

ん
で
き
た
か
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。 

歩

 

主
な
展
示
資
料
と
し
て
は
、
写
真
等
に
よ
る
被
災
状
況
、
災
害
の
状
況

報
告
関
係
文
書
、
災
害
復
旧
及
び
支
援
関
係
文
書
、
そ
れ
に
津
波
の
恐
さ

を
綴
っ
た
作
文
や
体
験
談
な
ど
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

「
公公
文文
書書
はは
語語
るる  

  

宮宮  

城城  

のの  

災災  

害害
」」 
宮宮
城城
公公
文文
書書
館館
企企
画画
展展
をを
開開
催催  

～～
先先
人人
はは
いい
かか
にに
災災
害害
をを
乗乗
りり
越越
ええ
てて
きき
たた
かか
～～

       

｢

「
加
美
郡
中
新
田
町
火
災
関
係
書
」 
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「
罹
災
地
の
小
学
校
児
童
作
文
」
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期
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十
六
年
十
月
二
十
三
日(
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～
十
二
月
二
十
二
日(

水) 

「
宮
城
県
桃
生
郡
雄
勝
濱
復
興

ニ
関
ス
ル
請
願
並
ニ
建
白
書
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気
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大
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電
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■
明
治
期
の
宮
城
■ 

 

県  制  変  遷  表

 

旧
仙
台
藩
は
戊
辰
の
役
の
後
、
領
地
は
分
断

さ
れ
て
「
角
田
県
」
や
「
登
米
県
」
な
ど
、
新

い
藩
と
県
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

し

 

明
治
四
年
に
は
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ま
で
の
藩
と
県
域
は
「
仙
台
県
」
と
「
一
関
県
」

に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
、
明
治
五
年
一
月
に
は
「
仙

台
県
」
が
「
宮
城
県
」
と
改
称
さ
れ
る
な
ど
、

何
度
か
の
県
域
再
編
成
が
行
わ
れ
、
明
治
九
年

に
現
在
の
宮
城
県
の
県
域
が
成
立
し
ま
し
た
。

同
年
の
県
総
人
口
は
五
八
六
，
八
四
二
人
で
総

数
は
九
五
，
一
〇
三
戸
で
し
た
。 

戸

 

し
か
し
、
番
号
制
に
よ
る
地
域
区
分
は
、
な

じ
み
が
薄
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
十
一
年
に

旧
集
落
名
な
ど
を
取
り
入
れ
た
郡
町
村
制
と
な

り
ま
し
た
。 

 

下
表
は
、
宮
城
県
の
県
域
が
決
ま
る
ま
で
の

遷
を
表
し
た
も
の
で
す
。 

変

 

な
お
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
現
在
の
県
総

人
口
は
、
二
，
三
七
〇
，
九
八
五
人
（
総
務
省

人
口
推
計
年
報
）
で
、
同
年
九
月
末
日
現
在
の

世
帯
数
は
八
六
六
，
一
四
九
世
帯
（
地
方
行
政

調
査
資
料
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

県県
域域
のの
成成
立立  
公公公
文
書書
管管管
理理理
保保保
存存存
研研研
修修修
会会会
ののの
開開開
催催催   

文文
書

宮
城
県
公
文
書
館
は
、
公
文
書
そ
の
他
の

記
録
・
文
書
の
保
存
や
管
理
に
関
し
て
、
県

内
各
市
町
村
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
の

意
見
や
情
報
の
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、
平

成
十
六
年
十
二
月
十
日
（
金
）
に
市
町
村
の

文
書
担
当
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
潟
県
立
文
書
館

主
任
文
書
研
究
員
の
中
川
浩
宣
氏
に
よ
る
、

「
市
町
村
合
併
時
の
公
文
書
保
存
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
経
緯
や
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 平成１６年度公文書管理保存研修会 
日時 平成１６年１２月１０日(金) 
   午後１時３０分～午後４時 
 
場所 宮城県公文書館 大研修室 
 
内容 講演 
   「市町村合併に伴う公文書保存のためのガイ

ドラインについて」 
      新潟県立文書館 主任文書研究員 
                中川 浩宣 氏

     情報提供 
   「宮城県における歴史的・文化的価値のある

公文書等の選別について」        
見学 宮城県公文書館企画展「宮城の災害」
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宮
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ど氏も十の
宮
城
県
の
一
口
知
識
■ 

 
「
プ
ロ
野
球
の
新
球
団
が
誕
生
」
と
い
う

ュ
ー
ス
の
中
で
、
そ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド

な
る
「
県
営
宮
城
球
場
」
も
全
国
的
に
大

な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

、
昭
和
の
初
め
頃
に
も
全
国
に
そ
の
名
が

ら
れ
た
球
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

県
営
八
木
山
球
場
で
す
。
昭
和
九
年
（
一

三
四
）
十
一
月
九
日
、
こ
の
球
場
で
「
日

対
抗
大
野
球
試
合
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
と

、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
選
抜
チ
ー
ム
の
ベ

ブ
・
ル
ー
ス
が
、
日
本
の
観
衆
の
前
で
初

て
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
の
で
す
。
当

、
野
球
は
最
も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
と

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
出
来
事
は
全
国
に

き
く
報
道
さ
れ
、
「
八
木
山
球
場
」
の
名

広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
球
場
は
、
仙
台
市
大
町
で
醸
造
業
な

を
営
ん
で
い
た
「
紅
久
」
の
八
木
久
兵
衛

（
五
代
目
）
か
ら
宮
城
県
に
寄
付
さ
れ
た

の
で
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
六
月
二

三
日
、
三
田
・
稲
門
（
慶
応
・
早
稲
田
）

野
球
チ
ー
ム
を
招
き
盛
大
に
開
場
式
が 

ー
ブ
・・
ル
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ラ
ン 
ーー
ブブ
・
ルル
ーー
スス
のの
ホホ
ーー
ムム
ララ
ンン

宮
城
県
営
八
木
山
球
場   
宮宮
城城
県県
営営
八八
木木
山山
球球
場場

行れ

 

かっ続るりが部日所す

わ
れ
た
こ
と
が
当
館
の
資
料
に
記
録
さ

て
お
り
ま
す
。 

「
八
木
山
球
場
」
は
、
そ
の
後
、
宮
城
県

ら
仙
台
市
に
移
管
さ
れ
、
ま
も
な
く
始
ま

た
日
中
戦
争
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
と

く
社
会
の
混
乱
も
影
響
し
て
使
用
さ
れ

こ
と
が
少
な
く
な
り
、
戦
後
に
な
っ
て
取

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
球
場

あ
っ
た
場
所
は
、
八
木
山
動
物
公
園
の
一

と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
が
来

第
一
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
込
ん
だ
場

に
は
彼
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
お
り
ま

。 

 

八
木
久
兵
衛
氏
か
ら
の
寄
付
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開
館
時
間 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

休 

館 

日 

月
曜
日 

国
民
の
祝
日
・
休
日 

（
土
曜
日
・
日
曜 

日
に
当
た
る
日
を
除
く
）

年
末
年
始 

臨
時
休
館
（
特
別
整
理
期
間
等
） 

交
通
の
ご
案
内 

 

【
電
車
の
場
合
】 

 
 

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
榴
ヶ
岡
駅
下
車 

（
徒
歩
７
分
）

【
バ
ス
の
場
合
】 

 
 

仙
台
市
営
バ
ス
，
宮
城
交
通 

「
第
四
合
同
庁
舎
前
」
下
車 

（
徒
歩
３
分
）

公
文
書
館
だ
よ
り 

―

六
号

第

―

平
成
十
六
年
十
一
月

八
日 

発
行 

 

十

宮
城
県
公
文
書
館 

 

編
集
発
行

〒
九
八
三
―
〇
八
五
一 

 

利
用
案
内   

利利
用用
案案
内内


